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シニアのスマホと帰省に関する調査 

この夏、帰省する/されるシニアは 2割弱。新型コロナが影響 
 オンライン帰省の認知度 26％。年齢が高いほど低くなる傾向に 
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株式会社ブランド総合研究所は、このたび 60 歳以上のシニアで、デジタル化に気後れしていると危

機感を持っている人を対象とした「スマートフォン（スマホ）と帰省」についての調査をインターネットを利

用して実施しました（調査時期：2020年 7月、総回収数 1124人）。その結果、この夏に帰省をしない・し

てこない人が 8割を超える 82.5％を占めており、そのうち 9割以上は新型コロナウイルス感染症の影響

があることがわかりました。 

また、「オンライン帰省」という言葉を知っている人は 26.0％となかなか浸透していないようで、60 代前

半では 29.6％、60代後半では 24.0％、そして 70代以上では 23.0％と年代が高いほど認知度は低い傾

向にあります。なお、これまでにオンライン帰省をしたことがある人は 3.2％と極めて少数とわかりました。 

 

＜調査結果の概要＞ 

調査を実施するに先立ち、60歳以上の男女 7550人を対象とした調査を行い、「デジタル化に後れを

感じている」人で、帰省する（してくる）家族のいる 1645人を抽出し、調査協力を依頼しました。その結果、

1124人から回答を得ました（回収率 68.3％） 

 

◆2020年の夏はシニアの 2割弱しか帰省予定がない 

この夏の帰省の予定について「帰省の予定がある」と答え

た人が 8.6％、「たぶん帰省する」は 10.2％で、「例年は帰

省する（してくる）が、今年の夏は帰省の予定はない」との回

答が 26.8％、「例年は帰省する（してくる）が、状況によって

は帰省しないかもしれない」が 13.7％、「わからない」の

40.7％を含め、8 割以上が帰省を予定していないと答えて

います。 

特に 70歳以上では「帰省の予定がある」は 6.1％、「たぶ

ん帰省する」は 5.2％と、合計でも 1 割強しか帰省をしない

（してこない）という状況となっています。 

 

◆帰省をしない理由の９割は新型コロナ 

帰省しない人に「帰省しないのは、新型コロナウイルス感

染拡大が影響していますか」と聞いたところ、「とても影響し

ている」との回答が 75.7％、「やや影響している」が 14.7％と

なりました。合計すると、9 割を超える人が新型コロナウイル

スの影響を受けているという結果になりました。 
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◆オンライン帰省は認知度に課題 

新型コロナウイルス感染症対策本部では、大型連休で外出を自粛するよう改めて要請するとともに、

ビデオ通話を使った「オンライン帰省」を呼びかけています。帰省をしない（してこない）のは、こうしたオ

ンライン帰省が普及してきたためかどうかを確かめるために、オンライン帰省についての認知度と、利用

意向（興味度）について聞いてみました。 

すると、「オンライン帰省」の言葉を「知っている」と答えた人は、およそ４人に１人の 26.0％にすぎず、

十分に認知されているとは言えないようです。ちなみに、帰省の予定がないと答えた人のオンライン帰

省の認知度は 25.2％でした。実際にオンライン帰省をした人は 3.2％と極めて少数で、シニアにおける

「オンライン帰省」の浸透度はまだまだ途上のようです。その理由として、「（そもそもスマホを持っていな

いため）スマホを所有した時に検討したい」（66 歳、男性、北海道在住）、「孫がおしゃべりできるようにな

ったら三世代の親交タイムを楽しみたい」（63歳、沖縄県、女性）などの意見があった。 

 

◆スマホでしてみたいことのトップは家族とのビデオ通話 

「スマホでしてみたいこと」について聞い

てみたところ、最も多かったのは「家族との

ビデオ通話」で 21.1％。これは地震速報な

どの「災害時の情報を確認」や、健康に関

する機能やアプリ」の利用などよりも多いと

いう結果になりました（右上図参照）。特に

70 代以上では 22.0％と、年代が高くなるほ

ど高い傾向にあります。 

また「家族の動画を見る」も19.6％と多く、

「オンライン帰省」につながるような利用スタ

イルを望む声は少なくないようです。 

 

◆デジタル化の障壁は、価格と難しさ 

オンライン帰省を推進するためには、 

デジタル化への障壁を低くすることが不可

欠ですが、これまで自分専用のスマホを利

用してこなかった人に、その理由を聞いて

みました。すると、半数を超える 56.6％が

「料金が高そうだから」と答え、25.6％が「使

い方が難しそうだから」と答えています。 

次に「スマホを選ぶ際に重視したいことは

どれですか」との質問では、「料金」と答え

た人が79.1％と最も多く、次いで「操作方法

（簡単かどうか）」が 49.1％でした（右下図参

照）。特に、70 代以上では「操作方法（簡単

かどうか）を選んだ人が 56.3％と半数を超

えています。 

このような調査結果から、価格を安く、そ

して簡単な操作であることが、高齢者にス

■スマホを選ぶ際に重視したいこと（単位：％。上位のみ） 

21.1

20.7

19.6

18.9

18.6

17.0

16.3

15.2

0 10 20 30

家族とのビデオ通話をする

災害時の情報を確認する

家族の動画を見る

健康に関するアプリ等を利用する

通信アプリを利用する

電子決済をする

綺麗な写真を撮る

ネット割など割引特典を利用する

■スマホでしてみたいこと（単位：％。上位のみ） 

79.1

49.1

44.5

37.6

26.2

26.0

23.9

22.7

22.6

18.8

18.5

0 20 40 60 80 100

料金

操作方法（簡単か）

本体価格

バッテリー容量

画面の大きさ

サイズ

重さ

メモリ容量

文字入力の仕方

防水機能

カメラ性能



 

ニュースリリース 2020.8.6    「高齢者のスマホと帰省に関する調査」ブランド総合研究所 

マホの普及を促すことに不可欠であるようです。 

 

◆専門家からのコメント （村田裕之先生） 

「オンライン帰省」の認知度が低いのは、オンラインによる帰省という考え方に実感が湧かないためと

考えられる。一方、スマホでしてみたいことのトップが「家族とのビデオ通話」であるのは、本当は帰省し

て家族との再会・交流を求める気持ちが強まっていることの表れだ。スマホによるビデオ通話の価値・利

便性をきちんと理解してもらい、使いやすい製品を整備すれば、60歳以上の層でも利用者がもっと増え

る可能性が大きい。また、利用障壁の筆頭が「料金」である理由は、携帯電話・スマホの料金体系のわか

りにくさにある。一見安いと思わせて契約すると追加料金が増えていく例がこれまで多く、警戒心が根強

いためだ。価格体系を簡素化し安心感を向上することが重要だ。さらに、操作方法が難しくないかの懸

念も利用障壁となっている。年配者は老眼など目に不具合が多いため、字の大きさ・視認性の良い表示

が不可欠だ。 

 

村田 裕之先生 

新潟県生まれ。87 年東北大学大学院工学研究科修了。日本総合研究所等を

経て 02年 3月村田アソシエイツ設立、同社代表取締役に就任。06年 2月より

東北大学特任教授。19年10月東北大学ナレッジキャスト(株)常務取締役就任。

20年前にアクティブシニア、スマートシニア市場の到来を予言したわが国シニ

アビジネス分野のパイオニア。多くの民間企業の新事業開発・経営に参画し、

常に時代の一歩先を読んだ事業に取り組む。経済産業省、内閣府などの多く

の公職を歴任。著書に「シニアシフトの衝撃」（ダイヤモンド社）、「成功するシ

ニアビジネスの教科書」（日本経済新聞出版社）、「スマート・エイジング 人生

100年時代を生き抜く 10の秘訣」（徳間書店）など多数。 

 

＜調査概要＞ 

 

・ 調査方法 インターネット調査 

・ 調査対象 登録調査モニター（15歳以上）から、60歳以上の男女を抽出し、事前調査で帰省 

 する（してくる）人がいる人の中で、デジタル化に後れを感じている人を抽出 

・ 回収数 1,124人  

・ 調査時期 2020年 7月 17日～7月 26日 

 

＜ブランド総合研究所の会社概要＞ 

「都道府県・魅力度ランキング」など地域・自治体の評価指標として全国で注目されている「地域ブ

ランド調査」を毎年実施している調査とコンサルティングの専門企業です。 

調査分野としては地域ブランド、企業ブランド、商品ブランド、プロモーションなどブランドに関する

調査の他、ＳＤＧｓや環境活動など。また、英国ギネスワールドレコーズの公式パートナーとして各

地でギネス世界記録への挑戦サポートも行っています。 

・ 本社 東京都港区虎ノ門１－８－５（〒105-0001） 

・ 代表者 代表取締役 田中章雄 

・ 資本金 2500万円 

・ 設立 2005年 11月 
 

  

＜問合せ先（メディアおよび読者とも）＞ 

株式会社ブランド総合研究所  

Tel. 03-3539-3011(代)  Fax.03-3539-3013 

E-mail：  project@tiiki.jp 


